
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月はなかよし月間でした 

校長講話「人権教育」 R6.11.20         AIによる要約をもとに一部編集 

毎日、玄関で元気に挨拶をしてくれるお友だちがいてとても感動しています。みんなの明るい

挨拶が心を温かくしてくれます。全校の皆さんがそんな挨拶をできるようになってほしいと願っ

ています。 

10月に行われた東春近神社での「奉納の舞」に、4年生から6年生の8人の女の子たちが参加

しました。彼女たちは、神様に感謝を捧げる美しい舞を披露し、先生や地域の人々を感動させて

くれました。また、彼女たちは自ら進んで役員さん方の公民館片づけを手伝ってくれました。そ

の行動に対して、地域の方々から「素晴らしい子どもたち」と感謝と称賛の声が上がりました。

周りを思いやる姿勢、「相手を大事にする心」が素晴らしいですね。 

校長先生は「人権」とは「すべての人が幸せに生きるために守られるべきもの」であると説明

しました。 歴史の中で戦争によって多くの命が失われた結果、「世界人権宣言」が作られ、全

ての人が平和に生きる権利を守る努力が始まりました。しかし、現在でも戦争が続く地域があ

り、日常生活でも差別やいじめが人権を忘れた行為として存在します。男女差別、障害差別者、

外国人差別といった偏見や、悪口、暴力、無視などのいじめがあります。これらの行為が人権を

侵害し、幸福を逃す原因となっています。差別やいじめは人が幸せに生きることを無視する行為

であり、絶対にあってはならない、許してはならないと強調しました。 

また、和歌山県の小学２年生が作った詩「虹」を紹介し、人は一人では幸せになれないこと、

みんなが支え合うことで社会が成り立つということ、虹のように輝かせてくれる友達がいること

の幸せを話してくれました。そして「どうすれば人権は守られるのか」という問いに対して、 

① けんかするよりもいっしょに遊ぶ  

② いじめをぜったいゆるさない「正義の心」を持つ  

③ 自分のまわりにいる人たちを大切にしよう 

と三つの提案をしました。けんかやいじめをやめ、仲間と遊び 

ながら絆の大切さを感じることが大切。また、困っている人に 

は手を差し伸べ、小さな優しさを積み重ねる行動が、平和な社 

会を築き上げることに繋がります。 

「あなたも誰かを輝かせる虹のような人でいてください」 

とお話をしめくくりました。 
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4年生 二分の一成人式 11月27日（水） 

子どもたちが一生懸命に考えた１/２成人式。子どもたちは次の日に「感謝の気持ちを伝えたら、家の人

が泣いてくれた。」「歌に感動したって言ってもらえた。」などの感想を教えてくれました。発表を頑張った

ご褒美と、生まれてきてくれてありがとうの意味を込めて、ご馳走を食べた家庭もあったようです。親子レ

クも盛り上がり、素敵な時間を楽しめた子どもたちです。お家の方々からは、「中学生に負けないくらいの

司会進行でした」「将来の夢が変わっていたことを初めて知り、子どもが好きなことを見つけられて嬉し

い」「成長した姿を見られてよかった」とあたたかい感想をいただきました。この会のために、詳細な計画

を立てて、グッズを作って準備をしてくださった役員の皆様、本当にありがとうございました。 

 

５年生 収穫祭 １１月２７日(水) 

5月から育ててきたもち米を使って親子で餅つきをしました。2回に分けて餅をつきました。1回目の反省

を生かし、２回目は最初のこねる部分で粒を極力無くしリズム良く餅をつくことができました。なかなか食

べることができないつきたての餅も試食しました。おかわりをせがむ子が多くいました。ついた餅はあん

こ、きなこ、ごま、砂糖醤油で味付けをしました。自分たちでついた餅をおいしそうに食べ、何回もおかわ

りにいく姿が印象的でした。 

 保護者の皆様には収穫祭の準備から当日の餅つきの補助や料理まで多くのお力添えをいただき、あり

がとうございました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生 PTＡ林活動 １０月１９日(土) 

数年間活動がなかったPTA林作業に代わって、PTA林の木材を使ってコースターを作る活動を、PTA

林に関わる活動をPTA作業の日に、６年生が実施しました。本校卒業生有志の５０会の皆さんからいた

だいた寄付により購入した新しいのこぎりを使って、児童一人ひとりが丸太を切る体験をしました。切っ

た丸太は丁寧に磨いて、思い思いの絵を描いたり色を塗ったりして、世界に一つだけのコースターが完

成し、子どもたちは大満足の表情でした。森林組合の方や財産区の皆さん、６学年PTA役員の皆さんの

おかげで、思い出に残る活動となりました。ありがとうございました。 

 

ＰＴＡ講演会11月27日 

書家であり筆跡診断士でもある 岡本真由先生を講師に、「行動改善のヒントは文字にあり」と題して講

演していただきました。「無意識で書いている文字を意識して変えていくことで、脳の指令を変えて、性格

や行動を変えることができる」「よい文字を書くことで脳の機能が発達し、きちんとした行動をとることが

できるようになる」など、文字を書くことについて、これまで考えたこともなかったことを教えていただきま

した。お寄せいただいた感想の一部を紹介します。 

・文字が性格や人柄、感情などを表していると、とても興味深い内容でした。親子で参加することがＰＴＡ講演会とし

て意味のあることだと思うので、今後も同じような形での開催が続いていくと言いと思います。 

 

・無意識に書いている文字によって性格が分かったり、その子の心配な面が分かったり、そしてその文字を変えていく

ことで脳の機能が発達し行動も変わっていくなど、とても興味深いお話で面白かったです。 
 

・筆跡についての話はとても良かったです。話を聞くだけでなく、ワークショップのようなやり方で周りの人と話しながら

講演を聞くのも楽しめました。 
 

・子どもの書いた字をじっくり見ていなかったなあと思い、親子で話すことができました。 
 

・筆跡に隠された意味、子どものほめ方、とても参考になりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月の主な予定 

1/9～1/14 集団登校・5時間授業 

１３日 （月） 成人の日 

１５日 （水） ４～6年スキー教室 

１７日 （金） 中学体験入学保護者説明会 

  スクールカウンセラー来校(午前) 

２０日 （月） ３年スケート教室 

２３日 （木） 児童会 

２４日 （金） 児童会立会演説会・投票 

  来入児保護者説明会 

２８日 （火） １年そり教室 

 

伊那市立東春近小学校 

   平澤真美（教頭） 

TEL 0265-72-3223   

FAX 0265-72-3083 

焼き芋大会の様子 お芋が焼けるまで鬼ごっこなどをして楽しく待ちました 

寒くても 焼きたてのほくほくお芋で えがおがはじけました 

新型コロナウィルスやイン

フルエンザが流行していま

す。お気をつけください。 

12月25日から1月8日まで

冬休みです。良いお休みと

なりますようによろしくお

願いいたします。 

2月の参観日の予定 

４･5学年 ２月 ４日（火） 

南･北組  ２月 ７日（金） 

２･3学年 ２月１４日（金） 

１･6学年 ２月１８日（火） 

いずれも午後からの予定です。 

授業参観の後、校長講話、学年学級P

TAがあります。 


